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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブと、
　該プローブに収められた複数の超音波振動素子に接続されたコモン線を一端から一度の
送受信のビームフォーミングで用いる振動子の数ごとに短絡し、この短絡された複数の振
動子からなる組について、プローブの端から奇数番目の組、或いは偶数番目の組ごとに各
組内において同一位置に位置する振動子に接続された信号線同士を短絡するように構成し
た回路において、使用するコモン線を切替えるマルチプレクサと、
　該マルチプレクサに接続され、このマルチプレクサにより使用するコモン線の接続切替
、および使用する信号線の組み合わせによって複数の振動子による送受信のビームフォー
ミングを行なうとともに、その振動子の組を１振動子づつずらしながら走査を行なう超音
波振動素子駆動・検出回路と、
　該検出回路から得られた超音波の反射信号から得られるエコー画像を取得する手段と
から構成される超音波診断装置。
【請求項２】
　前記超音波プローブは、機械装置へ安定して取り付けやすいような角型の形状もしくは
アタッチメントを有し、また、プローブ接触面横幅の全範囲で画像撮影を可能にして、複
数のプローブを横に連結することにより、広い範囲の画像を計測することを特徴とする請
求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
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　さらに、前記エコー画像をデジタル遅延により視覚的に精細にするフォーカス調節回路
を有することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　さらに、前記エコー画像情報をパーソナルコンピュータに転送、およびパソコンから制
御回路に制御信号を伝達するデータ通信回路を有することを特徴とする請求項１に記載の
超音波診断装置。
【請求項５】
　さらに、前記超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を
制御する制御回路を有することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記フォーカス調節回路は、多数の超音波振動素子から検出した超音波の反射信号を高
速ADコンバータでデジタル信号に変換し、それぞれの信号のタイミングをデジタル遅延に
よって適切にシフトすることで、エコー画像における注視位置を連続的に変化させながら
、その各位置でのフォーカスを精細にすることを特徴とする請求項1に記載の超音波診断
装置。超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置。
【請求項７】
　前記データ通信回路は、画像データをデジタル信号の時系列としてパーソナルコンピュ
ータに劣化させることなく転送し、その際にそのサイズ、解像度、転送速度をフレキシブ
ルに設定し、またパーソナルコンピュータから制御回路のパラメータに係る指令を受信し
、装置の動作状況を自由に設定することを特徴とする請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記制御回路は、通信回路を介して装置制御に関するパラメータを受け取り、そのパラ
メータに準じて超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を
制御することを特徴とする請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記パーソナルコンピュータ上に装置のインタフェースを構築する計測手段を備え、該
計測手段は、操作者とのインタフェースを果たし、装置本体に操作パネルがなくても、装
置のパラメータを調節可能とし、また、パーソナルコンピュータのハードディスクを利用
したデータやパラメータの記録・閲覧の利便性を高め、また画像データのフィルタリング
、ヒストグラム調節、自動定量化の画像処理機能を随時追加可能であることを特徴とする
請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　パーソナルコンピュータと接続して使用し、使用者とのインタフェースや画像データの
表示機能を装置本体から分離するために、パーソナルコンピュータ上に装置のインタフェ
ースを構築する皮下脂肪計測装置であって、
　超音波プローブと、
　該プローブに収められた複数の超音波振動素子に接続されたコモン線を一端から一度の
送受信のビームフォーミングで用いる振動子の数ごとに短絡し、この短絡された複数の振
動子からなる組について、プローブの端から奇数番目の組、或いは偶数番目の組ごとに各
組内において同一位置に位置する振動子に接続された信号線同士を短絡するように構成し
た回路において、使用するコモン線を切替えるマルチプレクサと、
　該マルチプレクサに接続され、このマルチプレクサにより使用するコモン線の接続切替
、および使用する信号線の組み合わせによって複数の振動子による送受信のビームフォー
ミングを行なうとともに、その振動子の組を１振動子づつずらしながら走査を行なう超音
波振動素子駆動・検出回路と、
　該検出回路から得られた超音波の反射信号から得られるエコー画像をデジタル遅延によ
り視覚的に精細にするフォーカス調節回路と、
　エコー画像情報をパーソナルコンピュータに転送、およびパソコンから制御回路に制御
信号を伝達するデータ通信回路と、
　前記超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を制御する
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制御回路と、
から構成される超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置。
【請求項１１】
　前記超音波プローブは、機械装置へ安定して取り付けやすいような角型の形状もしくは
アタッチメントを有し、また、プローブ接触面横幅の全範囲で画像撮影を可能にして、複
数のプローブを横に連結することにより、広い範囲の画像を計測することを特徴とする請
求項１０に記載の超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置。
【請求項１２】
　前記フォーカス調節回路は、多数の超音波振動素子から検出した超音波の反射信号を高
速ADコンバータでデジタル信号に変換し、それぞれの信号のタイミングをデジタル遅延に
よって適切にシフトすることで、エコー画像における注視位置を連続的に変化させながら
、その各位置でのフォーカスを精細にすることを特徴とする請求項１０に記載の超音波信
号を利用した皮下脂肪計測装置。
【請求項１３】
　前記データ通信回路は、画像データをデジタル信号の時系列としてパーソナルコンピュ
ータに劣化させることなく転送し、その際にそのサイズ、解像度、転送速度をフレキシブ
ルに設定し、またパーソナルコンピュータから制御回路のパラメータに係る指令を受信し
、装置の動作状況を自由に設定することを特徴とする請求項１０に記載の超音波信号を利
用した皮下脂肪計測装置。
【請求項１４】
　前記制御回路は、通信回路を介して装置制御に関するパラメータを受け取り、そのパラ
メータに準じて超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を
制御することを特徴とする請求項１０に記載の超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置。
【請求項１５】
　前記パーソナルコンピュータ上に装置のインタフェースを構築する計測手段を備え、該
計測手段は、操作者とのインタフェースを果たし、装置本体に操作パネルがなくても、装
置のパラメータを調節可能とし、また、パーソナルコンピュータのハードディスクを利用
したデータやパラメータの記録・閲覧の利便性を高め、また画像データのフィルタリング
、ヒストグラム調節、自動定量化の画像処理機能を随時追加可能であることを特徴とする
請求項１０に記載の超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルコンピュータに接続して使用することで表示用のディスプレイや
インタフェースとなる操作パネルを装置本体に実装することなく、また、超音波振動素子
が駆動・検出回路とマルチプレクサを介して接続されることにより、回路全体、およびプ
ローブの小型軽量化・低価格化を実現し、さらに、デジタル遅延回路を用いることにより
計測部位全体に対してフォーカスが定まった精細な画像を得ることができる技術により、
皮下脂肪の計測・定量化を簡便に高精度に可能とする超音波を利用した脂肪計測装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　体組織における脂肪、筋、骨などを可視化し、使用者に提示することができれば、生活
習慣病などの予防のための健康管理、スポーツ選手の運動管理、あるいは美容などの観点
から非常に意義深い。
【０００３】
　これに対して、脂肪を計測することを目的とし、医療用の超音波画像診断装置の原理を
応用し、脂肪量を計測する装置が考案され（例えば、特許文献１）、また、市販された装
置もあるが、これら装置は、プローブ、計測回路、表示回路、インタフェースなどを全て
一台の装置で実施するため、極端な小型化や、低コストで製造することが難しかった。
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【０００４】
　従来の脂肪計における外部装置とのインタフェースは、ビデオ信号の出力、プリンタ出
力、通信ケーブルによる静止画像の転送ぐらいしかなく、また外部からの指令やパラメー
タ入力を受け付けることもできなかった。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２３５８４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記の問題に鑑みなされたものであって、その目的は皮下脂肪の計測・定量
化を医療機関などの特定の施設ではなく、在宅などにおいても可能とする小型軽量で扱い
やすく、かつ低価格な装置を、パーソナルコンピュータを利用した使用形態により提供す
ることである。
【０００７】
　本発明は、現在市販されているパーソナルコンピュータの接続が可能であるように、汎
用的でかつ画像データの高速転送に十分なインタフェース（USBなど）を使用し、また、
小型軽量化した回路の有効性を生かすために筐体やケーブルなども軽量化し、さらに、使
用者とのインタフェースとしてパーソナルコンピュータを利用できるメリットを生かすた
めに、コンピュータのハードディスクへのデータの記録したり、インタフェース画面を銀
行のATM装置のように対話的にして操作性を向上したりすることなどを実現する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明によれば、小型軽量な超音波プローブと、そのプロ
ーブに収められた超音波振動素子にマルチプレクサを介して接続された超音波振動素子駆
動・検出回路と、検出回路から得られた超音波の反射信号によるエコー画像をデジタル遅
延により視覚的に精細にするフォーカス調節回路と、画像情報をパーソナルコンピュータ
に転送、およびパソコンから制御回路に制御信号を伝達するデータ通信回路と、超音波振
動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を制御する制御回路と、パ
ーソナルコンピュータ上に装置のインタフェースを構築する計測ソフトウェアから構成さ
れる超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置が提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置では、(1)パーソナルコンピュータと
接続して使用し、使用者とのインタフェースや画像データの表示機能などを装置本体から
分離すること、(2)超音波振動素子と駆動・検出回路をマルチプレクサを介して接続する
こと、(3)フォーカシングにデジタル遅延方式を用いることで複数のフォーカスポイント
を簡単な遅延回路により実現することなどにより、小型、軽量化、低価格化が実現できる
とともに、高精細な画像データの計測が可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　次に、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。図１は、本発明による装
置のイメージ図である。本発明の装置は、この図に示すようにパーソナルコンピュータに
接続した形態で使用し、従来の医療用診断装置に比べて非常に軽量・コンパクトな外観を
有する。図２がシステムの概略を示すブロック図である。この図に示されるように、本シ
ステムは、小型軽量な超音波プローブと、そのプローブに収められた超音波振動素子にマ
ルチプレクサを介して接続された超音波振動素子駆動・検出回路と、検出回路から得られ
た超音波の反射信号によるエコー画像をデジタル遅延により視覚的に精細にするフォーカ
ス調節回路と、画像情報をパーソナルコンピュータに転送、およびパソコンから制御回路
に制御信号を伝達するデータ通信回路と、超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調
節回路、データ通信回路を制御する制御回路と、パーソナルコンピュータ上に装置のイン
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タフェースを構築する計測ソフトウェアで構成される。このうち駆動・検出回路からデー
タ通信回路までが計測装置本体に収められる。
【００１１】
　本発明の装置は、パーソナルコンピュータに接続して使用できるため、画像表示用のビ
デオ回路、操作用インタフェース（キーボードスイッチ・ＬＥＤなど）を省くことが可能
であり小型化・低価格化が実現でき、かつ画像データがデジタル情報として転送されるた
め、従来装置におけるビデオキャプチャ方式で記録した画像より鮮明である。
【００１２】
　また、本発明の装置はパーソナルコンピュータが備える様々な拡張性を利用することが
できる。例えば、パーソナルコンピュータに接続された他の診断装置（インピーダンス式
脂肪計、力センサ、筋電計など）からの情報を計測し、本装置から得られる結果と合わせ
て総合的な診断などを行うことができ、また、インターネットなどを利用して、計測した
データを遠隔地にある診療所で評価したり、管理したりすることが可能である。 
【００１３】
　以下に各部の詳細について説明する。
〔プローブ〕
　従来の脂肪計は、プローブを手に持って使用することを前提としているため、その形状
は丸みを帯びたものが多く、また、プローブの筐体の横幅に対して実際に画像を計測でき
る範囲の幅が半分くらいしかないため、複数のプローブを連結させて広範囲を計測するこ
とや、他の機械装置（ロボットアーム、スライダなど）に接続して使用することはできな
かった。
【００１４】
　これに対して、本発明の超音波プローブは、機械装置（ロボットアーム、移動スライダ
など）へ安定して取り付けやすいような角型の形状もしくはアタッチメントを有する小型
軽量に構成する。また、プローブ接触面横幅の全範囲で画像撮影を可能にして、複数のプ
ローブを横に連結することにより、広い範囲の画像を計測可能にする。
【００１５】
　このように、プローブは、小型化を施すとともに画像の有効撮影範囲をプローブのほぼ
横幅一杯とすることによって、図３のごとく複数のプローブを並べて広い範囲の画像を測
定することを可能とした。
【００１６】
　例えば、図３（a）の場合は、プローブの横幅に対して、画像計測が有効な範囲が狭い
ため、複数のプローブを連結して画像合成を試みても、欠落した部分の割合が多い画像し
か得られないが、（b）のように撮影に有効な範囲を広げることで欠落部分の割合を軽減
することができる。さらに（c）のようにプローブを曲線的に配置すれば、その内側の領
域を比較的欠落のない状態で合成できる。
【００１７】
〔超音波振動駆動・検出回路〕
　従来装置におけるプローブでは、その中にある多数の超音波振動素子が、その駆動・検
出回路と１対１に接続されているため、素子の数だけ非常に多くの回路が必要であり、ま
た、それらを接続するのに、太く、重たいケーブルが必要であった。
【００１８】
　例えば、既存のプローブは標準的なもので64ヶの超音波振動子が並んでおり、それら個
別の信号線、および64ヶを1つにまとめたコモン線が綱がっている。そのため既存のプロ
ーブは最低でも65本のケーブルが必要であった。
【００１９】
　多数の超音波振動素子を、それよりも少ない駆動・検出回路と接続し使用する技術にマ
ルチプレクサを使用した回路構成が挙げられる。このマルチプレクサを使用することによ
り、駆動・検出回路を削減することができる。
【００２０】
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　しかしながらこの際、「駆動・検出回路の数」と「マルチプレクサが切替える信号線の
チャンネル数」とはトレードオフの関係にあり、駆動・検出回路の数の削減には、マルチ
プレクサで切替える信号線のチャンネル数の増加がともなう。すなわち切替えを行なう回
路数は増加することになる。また、このマルチプレクサの回路が、プローブ内部ではなく
駆動・検出回路の近くに位置する場合、マルチプレクサを使用してもプローブ内の振動子
と駆動・検出回路を結ぶケーブル線のチャンネル数，およびそこに繋がったコネクタのピ
ン数には何の変化もない。
【００２１】
　また、マルチプレクサを使って複数の振動子を切替えながら使用する際、その切替をシ
ンプル，速やか，安定に行なうことが、ノイズなどのない鮮明な動画像を高速撮影する上
で望ましいが、一般的にマルチプレクサで複数の振動子の駆動・検出，およびビームフォ
ーミングを制御する際には、１．使用する振動子に応じてマルチプレクサを切替える。２
．駆動・検出回路を制御する、という２つのステップをその度毎に経る必要があり、この
２ステップが鮮明な動画像を高速撮影する上では問題となる。もちろん処理の手間もかか
る。
【００２２】
　図４は、駆動・検出回路の数，マルチプレクサで切替える信号線のチャンネル数，ケー
ブル線のチャンネル数およびコネクタのピン数を同時に削減するマルチプレクサの構成を
示すものである。その切替方法は、シンプル，速やか，安定であり、鮮明な動画像を高速
撮影するのに適している。
【００２３】
　図４のマルチプレクサでは、プローブに収められた複数の超音波振動素子に接続された
コモン線が、一端から一度の送受信のビームフォーミングで用いる振動子の数ごとに短絡
されており、この短絡された複数の振動子からなる組について、プローブの端から奇数番
目の組、或いは偶数番目の組ごとに各組内において同一位置に位置する振動子に接続され
た信号線同士も短絡するように構成されている。この際、複数の振動子からなる組を使っ
て駆動・検出のビームフォーミングが実施可能で、かつこの振動子の組を一つずつずらし
ながら超音波画像撮像の走査を行なうことができる。この図は、プローブの素子数が６４
素子、一度のビームフォーミングで使用する振動子の数が８素子として記載しているが、
本特許の構成は、この数に限られるものではない。
【００２４】
　図４に記載のプローブの素子数が６４素子で、一度のビームフォーミングで使用する振
動子の数が８素子の場合を具体例として説明すると、コモン線については（１，２，３，
４，５，６，７，８，），（９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６），（１７
,１８,１９，２０，２１，２２，２３，２４），（２５,２６,２７，２８，２９，３０，
３１，３２），（３３,３４,３５,３６,３７，３８，３９，４０），（４１，４２，４３
，４４，４５，４６，４７，４８），（４９，５０，５１，５２，５３，５４，５５，５
６），（５７,５８,５９，６０，６１，６２，６３，６４）が短絡されており，シグナル
線については（１,１７，３３，４９），（２，１８，３４，５０），（３，１９，３５
，５１），（４，２０，３６，５２），（５，２１，３７，５３），（６，２２，３８，
５４），（７，２３，３９，５５），（８，２４，４０，５６），（９，２５，４１，５
７），（１０，２６，４２，５８）,（１１，２７，４３，５９），（１２，２８，４４
，６０），（１３，２９，４５，６１），（１４，３０，４６，６２），（１５，３１，
４７，６３），（１６，３２，４８，６４）が短絡されている。ただし、（）内の数字は
振動子を端から数えた際の番号を示す。この接続により、従来は６５本必要だったケーブ
ルは、２４本で済むことになる。
【００２５】
　次に，図４にしたがって超音波プローブにおける駆動・検出の手順について説明する。
振動素子は８個単位のグループで駆動・検出動作を行なうものとする。まずはじめに信号
線1，２，３，４，５，６，７，８とコモン線A（１，２，３，４，５，６，７，８が短絡



(7) JP 4079227 B2 2008.4.23

10

20

30

40

50

されている）が使用される。ただしこの際、コモン線Aに加えてコモン線B（９，１０，１
１，１２，１３，１４，１５，１６が短絡されている）も予め選択しておき、A,B２つの
コモン線を使用する状態になるようにマルチプレクサを切替えておく。次に使用する８個
の素子は、素子全体を１つ横にずらしたグループで、信号線は，２，３，４，５，６，７
，８，９，コモン線はA，Bを使用する。先に記したとおり，予めコモン線A,Bが選択され
ているので，マルチプレクサの切替えにともなうノイズを抑えることができ，使用する信
号線を変更するだけで速やかに，安定した送受信が実現できる。すなわち、予めコモン線
の選択を行なっておくことが可能であるため，駆動・検出の際には、１ステップでその動
作を実現できる。
【００２６】
　使用する信号線が，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６まで達した時点で
は、使用するコモン線AをC（１７,１８,１９，２０，２１，２２，２３，２４が短絡され
ている）に切替えて、B,Cを選択した状態にしておく。つまり、マルチプレクサの切替え
を予め行っておく訳である。こうすれば、前述のとおり、信号線１０，１１，１２，１３
，１４，１５，１６，１７を使う際には、１ステップで速やかに、安定した送受信が実現
できる。以上のように、８本の信号線と１本もしくは２本のコモン線を使用することで８
個の振動子を一つづつずらしながら、速やかに、安定した走査を繰り返すことが可能とな
る。
【００２７】
　以上のように本手法では、駆動・検出回路の数を削減するためにマルチプレクサを使用
する。ただし、このマルチプレクサは、コモン線の切替えだけに使用され、切替えるチャ
ンネル数を大幅に増加させることはない。コモン線や信号線が一部短絡されることにより
、ケーブルのチャンネル数やコネクタのピン数も削減できる。また、使用するコモン線の
接続切替、および使用する信号線の組み合わせによって複数の振動子による送受信のビー
ムフォーミングを行なうとともに、その振動子の組を１振動子づつずらしながら走査する
ことを実現する。切替えは、シンプル，速やか，安定であり鮮明な動画像を高速撮影する
のに適している。
【００２８】
　これにより、超音波振動素子の駆動において既存品は、64個の素子を切り替えるスイッ
チが必要であったが、例示の装置は、16個の振動素子を切り替えるスイッチとコモン8個
を切り替えるスイッチで良いため、既存品はスイッチが64ヶ必要であったものが、本装置
では、24ヶと回路的にも小型化、低価格化が可能となる。
【００２９】
　このように、超音波振動素子駆動・検出回路は、プローブの中に収められた多数の超音
波振動素子とマルチプレクサを介して接続されており、多数の素子をそれよりも少数の駆
動・検出回路で制御することが可能であるため、小型軽量な装置を安価に構築できる。
【００３０】
〔フォーカス回路〕
　通常、超音波診断装置におけるフォーカス回路では、多くの圧電素子で受信した超音波
信号の相互のタイミングを適切に調節することで、エコー画像の着目する位置にフォーカ
スを合わせる処理を実施する。
【００３１】
　図５はフォーカス調節の模式図である。例えば、図５(a)においてＯ・Ｐを音源（反射
源）、Ａ・Ｂ・Ｃをセンサとすると、Ｏ・Ｐから発せられた超音波は、僅かな時間差をと
もなってＢに最も早く、Ａ・Ｃには少し遅れて同時に到達することになる。この時Ｂで受
信した信号をこの時間分（遅延時間＝(ＯＡ－ＯＢ)÷音速）だけ遅延させ、あたかも遅れ
て受信したように考えると、（b）図に示すようにＯＡ＝ＯＢ’＝ＯＣの関係を成り立た
せることができる。この時、Ａ・Ｂ’・Ｃで受けた信号を加算することで元の信号の３倍
のセンサ値を得ることができる。
【００３２】
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　したがって、図５(b)では、Ｏ点にフォーカスが定まっていることになる。ただし、フ
ォーカス点（Ｏ）では鮮明な画像が得られるが、異なるフォーカス点（例えば図５（ｃ）
のＰ）では到達時間の差が異なるため図のようなＯＡ＝ＯＢ”＝ＯＣの関係は成り立たず
に不鮮明となる。
【００３３】
　実際の画像全てについて正しいフォーカスを得るには音源とセンサの距離により遅延時
間を変化させなければならない。従来の超音波診断装置では、このタイミングの調節に通
常アナログの遅延素子が用いられるが、この遅延時間は、素子の電気的特性に依存して１
つに定まるので、画像上のフォーカスを合わせたいポイントの数に応じて必要となる素子
の数が累積的に増加してしまい回路が大規模になった。
【００３４】
　例示の装置においては、この遅延を図６のようなデジタル回路により行う。各センサの
アナログ信号は高速Ａ／Ｄコンバータによりデジタル信号に変換され、それを一端シフト
レジスタに保存する。このシフトレジスタからデータを読み出す際のアドレスが遅延時間
に対応する。遅延時間の最小単位は高速Ａ／Ｄ変換・シフトレジスタのクロックにより決
定される。
【００３５】
　図５（b）のように複数のセンサからの信号を加算して強い信号を得るのであるが、そ
の際加算するデータはシフトレジスタから選択する。このデータは最適なフォーカスを得
られるよう時間経過と共にシフトレジスタのアドレスを変更しながらデータを読み出す。
これにより常に近くから遠くまでフォーカスの合った鮮明な画像が得られる。
【００３６】
　このように、フォーカス調節回路は、多数の超音波振動素子から検出した超音波の反射
信号を高速ADコンバータでデジタル信号に変換し、それぞれの信号のタイミングをデジタ
ル遅延によって適切にシフトすることで、エコー画像における注視位置を連続的に変化さ
せながら、その各位置でのフォーカスを精細にする。
【００３７】
　複数のセンサからの値が足し合わされた信号は、時間と共に正負に大きく変化する時系
列信号となるが、この信号から輝度情報を獲るため図６のように、まず絶対値処理により
振幅成分を取り出し、さらにローパスフィルタ（LPF）に通すことで急激な振幅成分の時
間変化を抑え、視認し易い輝度情報を抽出し、メモリに記録する。
【００３８】
〔データ通信回路〕
　例示の装置では、本体とのデータ通信はパソコン標準のＵＳＢ・ＬＡＮ等の高速通信を
使用した。超音波の画像は横１２８dot×縦５１２dot×８bitで構成され、データ数は６
４Kbyteとなる。これをＵＳＢ１．１（１２Mbps＝１．５Mbyte/sec）で通信すると、２４
画面／秒となる。超音波画面としてはリアルタイムの動画としてパソコン画面に表示され
る。ＵＳＢ２．０や１００baseＬＡＮを使用すればもっと高速転送が可能となる。
【００３９】
　このように、データ通信回路は、メモリに蓄積された画像データをデジタル信号の時系
列としてパーソナルコンピュータに劣化させることなく転送し、その際にそのサイズ、解
像度、転送速度をフレキシブルに設定することができる。またパーソナルコンピュータか
ら制御回路のパラメータに係る指令を受信し、装置の動作状況を自由に設定可能にする。
【００４０】
〔制御回路〕
　制御回路は、通信回路を介して装置制御に関するパラメータを受け取り、そのパラメー
タに準じて超音波振動素子駆動・検出回路、フォーカス調節回路、データ通信回路を制御
する置。
【００４１】
〔計測ソフトウェア〕
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　計測手段は計測ソフトウエアによって構成する。計測ソフトウェアは、操作者とのイン
タフェースを果たし、装置本体に操作パネルなどがなくても、装置のパラメータなどを調
節可能とし、また、パーソナルコンピュータのハードディスクを利用したデータやパラメ
ータの記録・閲覧などの利便性を高め、また画像データのフィルタリング、ヒストグラム
調節、自動定量化などの画像処理機能をソフトウェアのバージョンアップにより随時追加
可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明の、超音波信号を利用した皮下脂肪定量化装置は可搬性があり、自宅やフィール
ドなどで使用が可能であることから以下のような産業上の利用が期待できる。
【００４３】
　美容外科、エステティックサロン、および自宅などにおいて、脂肪や筋の量や左右差の
バランスを観察することにより、ダイエット効果の判定、リバウンド早期発見と評価、予
防などを行なうことができ、顧客のやる気の継続、処方の説得効果の増大につなげること
ができる。
【００４４】
　プロ、スポーツ施設、フィットネスクラブ、スポーツ医学などの分野において、脂肪や
筋の量や左右差のバランスを観察することにより、トレーニングの経過観察や疲労評価、
怪我の予知、回復評価などを行なうことができる。教育的指導を行なう際にも、視覚によ
る説得力が増す。
【００４５】
　整形外科、老人施設、接骨院、カイロ、および自宅などにおける脂肪や筋の測定により
、リハビリテーションの効果測定、経過観察などを行なうことができる。この際にデータ
を蓄積することで、年齢別評価、体格別評価、歩行能力や生活肢力評価を実現できる。
【００４６】
　本発明は、超音波診断装置、超音波信号を利用した皮下脂肪計測装置に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】装置のイメージ図である。
【図２】システムのブロック図である。
【図３】複数プローブの接続可能性を示す図である。
【図４】超音波振動素子の接続方法を示す図である。
【図５】フォーカス調節の原理である。
【図６】フォーカス調節回路の構成である。
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